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クルマの電気化で再度脚光浴びるコンバートEV

電気自動車の実践的知識吸収と環境対応をアピールで
効果は一石二鳥　スモール企業のネットワークで
新産業を創造、経済活性化を視野 ガソリン車 コンバートEV

知識

環境対応

　コンバート EV は、ガソリン車を電気自
動車に改造したものです。エンジン、燃料
タンクを取り外し、その代わりにモーター、
コントローラー、バッテリーを取り付けた
ものです。一般的には軽自動車をベース車
にすることが多く、改造申請して車検に通
れば、ナンバープレートが交付されて公道
を走ることができます。
　EV は、昨年、三菱自動車、富士重工業が
軽自動車ベースの EV 量産モデルの販売を
始め、今年 12 月には日産自動車が小型車
サイズの EV「リーフ」の販売を始めました。
トヨタ自動車、ホンダも 2012 年には EV
の 販 売 を 始 め る と 発 表 し て い ま す。海 外
メーカーの EV 開発も進んでおり、まさに
EV 普及の一歩が始まりました。
　こうした自動車の電気化の流れに乗って

アフターマーケットで提供
可 能 な EV が、コ ン バ ー ト
EV なのです。EV は、ガソ
リン車に比べて部品点数が
少なく、構造が簡単なため、
基 本 知 識 を し っ か り 学 べ
ば、その製作は難しくあり
ま せ ん。先 駆 け と な っ た

「日本 EV クラブ」（舘内端
代表）は 16 年も、コンバー
ト EV の普及活動を続けて
います。街おこしへの協力
な ど で、コ ン バ ー ト EV を
製作した整備工場の皆さん
もいると思います。

　今回のブームが少し違うのは、東京大学
総長室アドバイザーの村沢義久さんがコン
バート EV を製造する「スモールハンドレッ
ドクラブ」を提唱し、CO2 排出削減と同時
に地域活性化につながるというその提案に
注目する地方自治体が出てきているという
ことです。
　スモールハンドレッドというのは、整備工
場の皆さんなど地域密着の中小企業です。
最新性能の電気自動車をライン生産する自
動車メーカーのビッグ企業に対して、軽自動
車 1 台程度を置けるスペースで、軽自動車
ベースの EV 改造に取り組むものです。1 拠
点の生産台数は年間 100 台、全国 100 拠
点に達すれば、コンバート EV の生産台数は
年間に 1 万台。1 台 100 万円程度の改造費
を見込み、拠点数をさらに拡大するなどで将

来 1 兆円産業ができあがるという構想です。
　低炭素社会の実現と同時に地域経済活性
化につながるため、地方自治体も取り組み
やすいのです。
　リチウムイオン電池をはじめとした EV
技術の開発は、得意分野を持つ中小企業の
力を借り、さらにそれぞれの改造ノウハウ
の提供と情報共有化するという「オープン
イノベーションネットワーク」で進めると
いいます。現在のコンバート EV は、改造
キットが 100 万円ほど、鉛バッテリーのた
め充電 1 回当たりの航続距離は 40 ～ 50
㎞にとどまりますが、改造キットの価格を
半額にし、バッテリーをリチウムイオン電
池に替えて航続処理を倍にすることを目標
にしているそうです。
　この構想が実現するかどうか、完成車の
販売だけでなく、EV 改造にも補助金を出
すよう政府関係者と交渉しているようで、
EV 改造をビジネスにして、利益を出すよう
にするためにはさらに工夫が必要です。
　しかし NGP 協同組合の組合員では、コ
ンバート EV 製造が地元の話題になったと
ころ、地元の銀行などから EV 販売の問い
合わせがあったり、自治体から地域おこし
に協力してほしいとの要請がありました。
改造に取り組むことで EV についての知識
と技術が自社に蓄積できることは確かで
す。また、新しい時代、低炭素社会へのチャ
レンジをしていることが認められ、地域社
会での評価も高まります。こうした効果は
大きいのではないでしょうか。

コンバート EV（改造電気自動車）が再び注目されだしました。
NGP協同組合の組合員も製作にチャレンジしています。自動車メーカーの
EV 量産モデルの販売が始まり、注目度が高まりだしたEVを手軽に、
廉価に提供しようというコンバートEV、チャレンジしてはいかがでしょうか。

日本EVクラブ主催の「日本EVフェスティバル 2010」のメインイベントで
実施されたレース。TVカメラも入り改造EVも注目されている



性能を向上させて再度のチャレンジを誓う
コンバートＥＶは手間を惜しまなければ誰でも出来ます。
遊び心でレースに参加し、性能向上の知恵を絞るといった目標を設定し、チャレンジするのはいかがでしょうか。

　ＮＧＰ協同組合の中でもこれから必要に
なる電気自動車の知識を作業現場に浸透さ
せたいとして、コンバートＥＶ製作にチャ
レンジする組合員が数社出てきています。
このうち組合内の先駆けとなったエコブ
リッジ（中里明光社長、青森県八戸市）と
刺激を受けてコンバートＥＶを製作した茨
城オートパーツセンター（増田嘉久社長、
茨城県小美玉市）が 11 月 3 日に茨城県下
妻市の筑波サーキットで開催されたレース
に出場しました。
　レースは日本ＥＶクラブ（舘内端代表、
東京都世田谷区）が主催した「第１６回日
本ＥＶフェスティバル」で行われました。
挑んだのはメインイベントの「コンバート
ＥＶ 第九 74 分ディスタンスチャレンジ」
で、ＣＤの音楽収録時間の基準になったと
いわれるベートーベン「交響曲第九番」の
演奏時間内にコースを周回し、手づくりし

たＥＶがどれだけの距離を走ることができ
るのかの航続距離を競うレースです。昨年
までの６０分から１４分延長され、初参戦
のチームにとってハードルは少し高かった
ようです。
　結果は、茨城オート
パーツセンターがコー
ス を 25 周、エ コ ブ
リッジは 24 周し、無
事チェッカーを受けま
した。ちなみに優勝し
たチームは実周回数で
39 周 し て い ま す。常
連チームはチャレンジ
を重ねた結果で、バッ
テリーもリチウムイオ
ン電池を搭載するなど
し、周回スピードも速
いです。もちろんレー

ス中のバッテリー交換は禁止、初参加では
完走することを目的に、電池の残存量をに
らみながらの走行になりました。
　それでも参加したチームは大満足で、エ
コブリッジの中里社長は「次はリチウムイ
オン電池を搭載して上位を目指したい」、ま
た茨城オートパーツセンターの増田社長は

「余裕で完走できるはずが、途中でスピード
が落ちて鉛電池の特性を痛感した」などと
して、来年もレースに参加してリベンジす
るため、性能の向上を図りたいと意欲的で
した。
　コンバートＥＶ製作へのチャレンジは、
単にＥＶの知識を社内に植え付けるだけで
なく、社内の人材育成にも格好の材料とな
るそうです。さらに環境問題への関心が高
まり電気自動車が話題として大きく取り上
げられるようになり、お客さまに対する高
いアピール効果も見込めます。
　現在、ナンバーを取得して公道を走れる
ようにしているのはエコブリッジだけです
が、茨城オートパーツセンターでも準備を
進めているところです。この他、コンバート
ＥＶの製作途中という組合員もいます。関
心がございましたら、お近くのＮＧＰ組合
員にお気軽にご相談ください。

ＮＧＰ組合員も遊び心でコンバートEVレースに参加

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果は NGP 協同組合独自の CO2 排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を 200 回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

6.7 tNGP 平成22年10月： 74.4 tNGP 1月からの累計：

※ NGP をはじめとしたリサイクル部品販売事業 12 団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト
　部品を利用することで達成できた CO2 の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

114,392tNGP 平成22年10月：6,742 t NGP 1月からの累計： t65,763

初出場で25周回を達成した茨城オートパーツセンターチーム

すでにナンバーを取得し、コンバート EV の火付け役となったエコブリッジチーム



ESCとBASが2012年から
国内販売車に装備義務

国土交通省が乗用車の安全対策強化

技術交流や部品流通ネットワークの構築で協力
韓国リビルト工業会と交流覚書を調印

　NGP 日本自動車リサイクル事業協同組
合は、韓国の自動車部品リビルト事業者団
体の韓国自動車部品再製造協会（金國坤会
長、以下韓国リビルト工業会）と自動車リ
サイクル部品の普及のために相互に協力す
ることで合意し、業務協力の覚書を結びま
した。11 月 9 ～ 11 日に大橋岳彦理事長
をはじめとした理事会メンバーが訪韓し、
10 日に仁川市で開かれた「仁川国際オー
トパーツ＆アクセサリーショー 2010」の
会場で調印しました。
　覚書は日韓の両事業者団体が自動車部品
リサイクル産業の発展に向けて協力するこ
とを目的にしたもので、技術交流、組合員・
会員相互間の貿易事業の促進、韓国リビル
ト工業会は自動車リサイクルに関するアジ
ア代表と位置づけるＮＧＰ業務に協力する
ことが具体的な項目として盛り込まれて
います。
　韓国リビルト工業会は韓国での自動車リ
サイクル法制定後、リサイクル率の向上と
自動車部品の再利用を目指して１年前に発
足したといいます。設立前後に韓国生産技
術研究院の安永供博士が引率し、数度にわ

たり日本に視察に訪れていました。また今年
6 月にも NGP 協同組合本部を訪れ、交流を
重ねてきました。とくに NGP 協同組合が構

築している自動車リサ
イクル部品の在庫共有
システムに強い関心を
持っているようです。
　 覚 書 調 印 式 前 に 両
事 業 者 団 体 の 交 流 会
があり、その席でＮＧ
Ｐ 協 同 組 合 は 組 織 の
成り立ちや活動内容、
Ｎ Ｇ Ｐ シ ス テ ム の 運
営 や そ の ノ ウ ハ ウ の
一端を説明しました。
情 報 シ ス テ ム を 有 効

に利用するためには、商品定義や品質基準、
それに準拠した商品流通が行われている
ことが重要で、円滑な流通を実現するため
に、経営者レベルから実務に取り組むフロ
ント、生産の現場の各層で繰り返し研修を
行っていることを韓国リビルト工業会に伝
えました。
　ＮＧＰ協同組合は、中国・寧夏の解体事
業者と協力関係を結ぶことで覚書を交わし
ています。韓国リビルト工業会との業務提
携の覚書調印はこれに次ぐもので、自動車
リサイクル分野でもノウハウ提供などで日
本に対する期待が高いことをうかがわせま
す。調印式後、韓国のシュレッダー業者を
訪問し、自動車解体事業とリサイクル部品
販売の現場の視察も行いました。

　国土交通省は自動車の予防安全対策強化の
一環で、乗用車に ESC（横滑り防止装置）と
BAS（ブレーキアシスト）の装備を義務付け
ることを決めました。2012 年 10 月以降
に販売が始まる新型乗用車は ESC と BAS
が装備されることになり、継続生産車には 2
年後の 14 年 10 月から義務が適用されます。

　ESC はスリップしやすい路面や急ハンド
ルなどの操作で車両姿勢が制御できなくな
ることを防ぐ装置です。制御不能になる前に
各車輪の制動力を調整し、姿勢を安定させま
す。一方 BAS は脚力が弱い女性や高齢者で
も緊急時に必要な力でブレーキをかけられ
るようにするための支援装置です。BAS は

新車の 88％に装備されていますが、ESC
の装備率は 12％にとどまっています。
　欧州で ESC は事故防止に有効な装置と
して搭載が普及しており、2011 年には
諸外国で義務付けられることになっていま
す。日本でもこうした安全装置の普及が遅
れないために、国交省は高い装備率の BAS
とともに ESC 装備を義務付けました。ただ
し軽自動車に関しては、装置の搭載スペー
ス確保が難しいことやコスト負担の問題を
配慮して、新型車で 2 年間、継続生産車で
4 年間の猶予期間を設け、新型車で 2014
年 10 月、継続生産車は 18 年 2 月から装
備を義務化することにしています。

覚書に調印する NGP 大橋理事長（写真右）、と韓国リビルト工業会の金会長（写真左）

調印式に参加した日韓関係者全員での記念写真、今後の交流に期待
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低電圧の危険性とHVのメカニズムを学ぶ
明日からのHV取り扱い作業に自信

第10回ハイブリッドカーセミナーを開催

リサイクル事業で地域住民と交流、
リボーンカーリースなどをPR

多田自動車商会が「三木金物まつり2010」に出展

　 第 10 回 ハ イ ブ リ ッ ド カ ー セ ミ ナ ー が
11 月 15、16 日 の 2 日 間、静 岡 県 裾 野
市のあいおいニッセイ同和自動車研究所東
富士研修センターで開かれました。「低圧」
電気取扱講習といっても、その範囲は交流
で 600V 以下、直流では 750V 以下とさ
れ、100V、200V と い っ た 家 庭 用 電 源
より遥かに高圧の電気の取り扱いを対象と
します。この講習は労働安全衛生法が定め
た特別な安全衛生教育のひとつであり、ハ

イブリッドカーを取り扱う事業者として法
的に必要な安全衛生教育を実施するため
に、NGP 協同組合はハイブリッドカーセミ
ナーを継続してきました。今期中に全組合
員が受講するように計画しています。
 今回の受講者は 12 名。電気の基本知識、
救急蘇生法、ハイブリッド車のメカニズム
までを 3 点セットで学びます。法的な資格
だけでなく、ハイブリッドの複雑なメカニ
ズムについて現物を見て理解できることも
セミナーの特徴です。
　「サービスプラグで電源が遮断できない
場合の遮断方法などセミナーでしかわから
ないことまで教え
て く れ ま し た。人
命救助の講義もプ
ラ ス と な り、明 日
からハイブリッド
カーが入庫しても
自信を持って作業
ができます」（デッ
クの車田学さん）、

「ハイブリッド車がエネルギーの無駄遣い
をしないこと、回生ブレーキが実際に発電
していることを目で確認できて大変わかり
やすかった」（サンシャインネットパーツ
の斉藤浩己さん）など、慣れない電気への対
応とともにハイブリッド車の技術面も理解
できると好評です。
　「低電圧だけの研修とは違いハイブリッ
ド車の仕組みがよくわかり、とても良い研
修でした。実習も細かくしていただき、危
険個所も習熟できました」と大ベテラン、エ
イ・テイ・エムの島野敬さんも受講した感想
を話しています。

　多田自動車商会（平田武士社長、兵庫県
三木市）が 11 月 6、7 日に開かれた兵庫
県三木市の一大イベント「三木金物まつり
２０１０」に参加、出展しました。三木金物

まつりは地元特産の包丁、大工道具、農機
具といった金物を売りだすために昭和 27
年に始まった恒例行事です。三木市役所前
広場がメイン会場で、兵庫県内外からの見
学者は毎年 18 万人にも達する地域のビッ
グイベントです。
　多田自動車商会は 3 年連続 3 回目の出
展で、使用済自動車から取り外したエンブ
レムやステアリング、アクセサリー類など
を並べて一般客に自動車リサイクル部品へ
の関心を高めもらうことに努めるととも
に、廃車買取りなどの自社が取り組むビジ
ネスの宣伝を行いました。同社は、S クラ
ス 2525 円からという「ニコニコレンタ
カー」や 1 カ月 15000 円からの「リボー

ンカーリース」のサービス開始を予定してお
り、大勢の見物客が訪れる機会を利用して新
サービスの宣伝も行いました。
　三木金物まつりには、地元の整備振興会や
車体整備協同組合も参加しています。三木太
鼓の演奏や地元特産ののこぎりを使った丸太
切り競争などのステージイベントによる盛り
上がりなど、さまざまな企画で金物まつり期
間中は三木市全体が熱く燃え上がります。多
田自動車商会はこうした中に飛び込んで地元
との交流を深め、認知度アップに努めました。

心肺蘇生マッサージを体験学習

現物で複雑なHVの機構を確認

電気の基礎知識を学ぶ座学

「三木の金物」を目当てに18万人が足を運ぶ
ビッグイベントの金物まつり

ニコニコレンタカーやリボーンカーリースを
エンドユーザーに PR


